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研究成果の概要（和文）：新潟県見附市小児生活習慣病健診の受診者に対する郵送健診の追跡調査研究を実施し
た。見附市小児生活習慣病健診を小学校4年生時に受診し、2019年に成人式を迎えた306名のうち36名が参加し
た。郵送健診キットを使用し、総コレステロール、HDL-コレステロール、LDL-コレステロールを測定した。ま
た、身長、体重、腹囲、血圧を自己申告とした。小児健診結果とは、総コレステロール、LDL-コレステロール、
肥満度とBM、腹囲が、正の相関が認められた。小児生活習慣病健診で、自分自身の健診結果を知ることは、成人
後の生活習慣病の予防に重要である。また、郵送健診は、一般市民を対象にした調査にとって有用な方法であっ
た。

研究成果の概要（英文）：A Follow-up study of health check-up examination to prevent lifestyle 
disease by mail at Mitsuke city in Niigata Prefecture was performed.  Thirty-six of the 306 people 
who had health check-up examinations in the 4th grade and turned 20 in 2019 participated in this 
study.  This mail check-up examination tested total cholesterol, HDL- cholesterol, and 
LDL-cholesterol. The results of total and LDL cholesterol by mail examination at the age of 20 
positively correlated with those at 4th grader by health check-up examination in school. These 
results revealed the tracking phenomenon of the risk factor of lifestyle diseases from child to 
adult, and importance to prevent lifestyle-related diseases from childhood. This mail check-up 
examination was useful for improvement on health of young adults. 

研究分野：小児内分泌

キーワード： 生活習慣病　小児　郵送健診　追跡調査　肥満　脂質異常症

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、体格や血清脂質が小学生から20歳までトラッキング現象があることが明らかになった。これ
は、小児期から生活習慣病予防健診などによる予防対策の有用性の根拠となる結果である。また、若年成人に対
する郵送健診が、実施可能であった。若年成人は、健診会場で参加することが少ないため、郵送健診は有用であ
った。新たに新型コロナ感染症の蔓延に伴い、人との接触が不要な郵送健診の需要はさらに高まると考えられ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
生活習慣病は最も重要な健康問題の一つであり、その予防対策は喫緊の課題である。生活習慣
病は、文字通り生活習慣の乱れが主な原因であるが、小児期の肥満や生活習慣も原因と考えられ
る。現在では、Barker仮説や Pedersen仮説などの欧米の疫学研究から、生活習慣病の起源は、
小児期から乳幼児期、さらに胎児期から母親の妊娠前まで遡ると考えられている。したがって、
成人の生活習慣病の予防は、乳幼児期、さらに母親の妊娠前から開始することが望ましい。その
ためには、生活習慣病を、母親の妊娠前から乳幼児期に始まる身長、体重、BMI、腹囲など計測
可能な指標の推移、すなわち成長の軌跡の問題として捉えること。さらに、成長の軌跡を指標と
し、予防介入すべき小児を効率的に抽出し、生活習慣病への先制医療の確立することが重要と考
えられる。 
 
２．研究の目的 
小児期からの生活習慣病予防対策の有用性を確認するためには、小児期から成人期までのトラ
ッキング現象を証明する必要がある。現在、我が国では、各地で小児生活習慣病健診が実施され
ている。しかし、その多くは、市町村行政が実施しているため、小中学生が対象である。多くの
高等学校は、都道府県立高等学校や私立高等学校のため追跡が困難であり、それ以降の年齢は、
県外への移動も多いため、さらに追跡がさらに困難である。申請者は、1999年から、新潟県見
附市の依頼を受け、小児生活習慣予防健診の結果判定および解析を行っており、同市との協力体
制を構築してきた。本研究では、過去に新潟県見附市の小児生活習慣病健診受診し、現在成人年
齢に達した市民に、見附市を通じて、郵送健診による追跡調査を実施しる。そして、血清コレス
テロールや肥満度、腹囲などの健診項目が小児期からの成人にかけて、トラッキングすることを
明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
（1）対象者 
研究対象者は 1998 年 4 月 2 日から 1999 年 4 月 1 日までに出生し、新潟県見附市小児生活習慣
病予防健診を小学校 4 年生（2008 年）に受診し 2019 年 4 月 1 日時点で満 20 歳（あるいは、調
査実施年の 4月 1日時点で満 20 歳）の成人 306 名のうち本研究に同意を得た者である。 
（2）方法 
研究参加者に対してアンケート調査および郵送健診（DEMACAL 予防がいちばん！健康チェッカー、
株式会社リージャー）行った。検査項目は、・血糖値 ・HbA1c・クレアチニン ・尿素窒素・総
コレステロール・中性脂肪・HDL コレステロール・LDL コレステロール・GOT・GPT・γ-GTP・尿
酸・総タンパク・アルブミンである。また、巻尺も同包されている。この郵送健診の結果と、過
去の小児生活習慣病予防健診結果を連結しデータベースを作成した。小学校 4 年生時の小児生
活健診では、肥満度、腹囲、総コレステロール、HDL コレステロール、LDL コレステロールを測
定しており、郵送健診のそれらの結果と単回帰分析を行った。統計解析は JMP14（SAS Japan）
を使用した。本研究に実施に際し、埼玉医科大学と新潟県見附市は、協力して研究を行うために
協定を交わした。また、本研究は、埼玉医科大学倫理委員会の承認を受け実施した（申請番号
899）。 
 
４．研究成果 
研究対象者 306 名に本調査研究の案内を郵送した。その内、36名（男 15名、女 21名）が
本調査研究に同意し、郵送健診に参加した。研究参加者のプロフィールを表１，表２に示す。 
男性の平均値は、身長は、小学校 4 年時 135.4cm、20 歳時 170.9cm（自己申告）、体重は、小学
校 4年時 32.9kg、20 歳時 68.2kg（自己申告）、小学校 4年時肥満度 4.7%、20 歳時 BMI（自己申
告）23.3kg/m2、腹囲は、小学校 4 年時 63cm、20 歳時 84cm（自己申告）、総コレステロールは、
小学校 4 年時 176mg/dL、20 歳時 154mg/dL、HDL コレステロールは、小学校 4年時 66mg/dL、20
歳時 51mg/dL、LDL コレステロールは、小学校 4年時 95mg/dL、20 歳時 95mg/dL であった。女性
の平均値は、身長は、小学校 4年時 135.2cm、20 歳時 160.1cm（自己申告）、体重は、小学校 4年
時 30.3kg、20 歳時 54.2kg（自己申告）、小学校 4 年時肥満度-2.6%、20 歳時 BMI（自己申告）
21.1kg/m2、腹囲は、小学校 4年時 60cm、20 歳時 75cm（自己申告）、総コレステロールは、小学
校 4年時 166mg/dL、20 歳時 155mg/dL、HDL コレステロールは、小学校 4年時 60mg/dL、20 歳時
56mg/dL、LDL コレステロールは、小学校 4年時 90mg/dL、20 歳時 93mg/dL であった。 
 4 年生時肥満度と 20 歳時 BMI、4年生時および 20歳時の腹囲、総コレステロール、HDL コレス
テロール、LDLコレステロールの単回帰分析では、肥満度とBMI（r2=0.66、p<0.01）、腹囲（r2=0.64、
p<0.001）、総コレステロール（r2=0.35、p<0.001）（図 1）、LDL コレステロール（r2=0.53、p<0.001）
（図 2）で有意な正の相関関係があった。HDL コレステロールでは、相関がなかった。 
 



 

 
 

  
以上より、総コレステロール、LDL コレステロール、肥満度（BMI）、腹囲は 10歳から 20歳にか
けてトラッキングしていた。小児生活習慣病健診で、小児期に自分自身の健診結果を知ることは、
成人後の生活習慣病を予防するために重要である。また、郵送健診は、一般市民を対象にした調
査にとって有用な方法と考えられた。 
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